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近年、チョコレートやココアなどカカオポリフェノールを含む食品の健康効果が注目されている。

ポリフェノールを多く含む代表的な植物性食品としては、赤ワイン、リンゴ、コーヒーなどが有名

であるが、これらに比べ、カカオ豆はポリフェノール含有量が高く、ポリフェノールの供給源とし

て有用な食素材と考えられている。カカオポリフェノールは様々な生理活性を持つプロシアニジン

類を主成分とし、カテキンやエピカテキンといった一量体とそれらが重合した二量体以上重合体が

あり、プロシアニジンB2、プロシアニジンB5、プロシアニジンC1、シンナムタンニンA2などが同

定されている1。これまで我々の研究グループでは、チョコレートやココアの機能性成分であるカ

カオポリフェノールの持つ抗酸化作用2、動脈硬化予防作用3を中心とし、糖尿病や白内障などの予

防作用、がん予防作用4など、細胞レベルから動物レベルまでの多種多様な機能性について報告し

てきた。

カカオポリフェノールに関する有名な疫学調査として、パナマ国におけるカカオポリフェノール

摂取が生活習慣病リスクに及ぼす影響について調査した研究が挙げられる5。カカオ飲料を毎日5～

7杯摂取する習慣を持つ島部在住の先住民とこの摂取習慣のない都市部在住の先住民を対象とし、

心疾患、梗塞、ガンなどの状況について調べたところ、島部民は都市部民に比べてこれらのリスク

による死亡率が低いことが明らかになった。また島部民は、都市部民に比べて塩分摂取量が多いに

も関わらず、血圧は有意に低かった。これは島部におけるカカオ飲料の摂取習慣が死亡リスク低減

に効果的であったことを示唆するものである。また、大規模なヒト臨床研究によってチョコレート

の健康効果、特に血圧低下や動脈硬化予防効果を示した報告が複数ある。しかし、これらは主とし

て欧米にて行われたものであり、1日100g、500kcal以上のチョコレートを摂取した研究6が大半を

占め、やや過剰な摂取条件によるものと考えられていた。また、今まで日本人を対象とした大規模

研究は前例がなく、日本人と生活習慣や体格などが異なる欧米人で得られたチョコレートの健康効

果は日本人においても同様に得られるのかについては明らかになっていなかった。

そこで今回、我々は日本人を対象としたチョコレートの生活習慣病に関する大規模調査研究に取

り組んだ。産官学連携にて行われた本研究は、愛知県蒲郡市とその近郊に住む男女385人を対象と

して行い、72%カカオポリフェノール含有チョコレートを1日5枚、4週間連続摂取してもらった。

本試験では試験食品としてカカオポリフェノールを高含有するチョコレートを用いたため、先行研

究と同等のカカオポリフェノール量を、少量の食品摂取量で担保することが出来た。また先行研究

で見られたカロリー過剰摂取といった問題も解決され、現実的な摂取量での試験が可能となった。

摂取前後での理学的検査、血圧、血管内皮機能、糖代謝マーカー、自覚アンケートについて評価し、

チョコレートの健康価値について広く検討を行った。

結果、高血圧群（収縮期血圧（140mmHg以上あるいは拡張期血圧90mmHg以上））では、摂取前
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後の血圧変化量は、正常血圧群（収縮期血圧（140mmHg未満あるいは拡張期血圧90mmHg未満））

の変化量よりも有意に大きく、血圧の高めの方ほど血圧が大きく低下した（図1）。同時に調査した

体重とBMIに対する影響はなく、さらにHDLコレステロール値の上昇もみられた。また、動脈硬化

などの検査で用いられる炎症指標（hs-CRP）と酸化ストレス指標（8-OHdG）については、被験者

全体では有意差は確認されなかったが、第3四分位以上の人（被験者のうち同指標の値が大きい順

に上から四分の一までの人）では、チョコレート摂取後にいずれも有意に低下した。血管内皮機能

が低下した状態が悪い血管では赤血球がスムーズに運搬されず、血圧の低下、酸化、炎症マーカー

の低下、HDLコレステロールの低下などにより動脈硬化が引き起こされる。カカオポリフェノール

の摂取が、内皮機能の改善に作用し、これらのリスクが低下した可能性が考えられる。

また健康調査アンケート（SF-36獏）では、精神的、肉体的いずれについても健康度が向上し、特

に精神的に健康度が改善されていた。この結果に着目し、我々は、その因果関係を探るべくさらに

追加分析として、BDNF（Brain-derived neurotrophic factor：脳由来神経栄養因子）の定量を行っ

た。BDNFは神経細胞の発生、成長、維持、再生を促進させる神経栄養因子（分泌性タンパク質）

の一種で、うつ病やアルツハイマー型認知症といった記憶、学習などの認知機能との関連性が報告

されている生体マーカーである。BDNFは海馬などの中枢神経系に多く存在しているが、血液中に

も存在し、ニューロンの産生や神経突起の伸長促進、神経伝達物質の合成促進などに関与する。運

動や脳活ゲームなどでは、BDNFが上昇することが明らかになっているが、加齢に伴いその量は低

下してしまう。このBDNFは、チョコレート摂取後に有意に上昇していたことが明らかになった。

アジア系人種で初の大規模調査として行われた本研究は、欧米人で数多く認められていたチョコ

レートの健康効果を日本人で実証したという点で大変意義深いものである。今回、チョコレートに

含まれるカカオポリフェノールは血管内皮機能低下のリスクが高いと思われる人において動脈硬化

リスク低減に効果的であることが示唆された。また精神的健康度に着目したことで、脳機能に関連

するBDNFに対するチョコレートの効果を新たに発見出来た。今後は、血管内皮に対する作用メカ

ニズム解明や脳機能に対する効果のさらなる検証など研究を進めていきたいと考える。

図1 被験食品摂取前後の血圧変化量
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